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安
全

デ
ー

タ
シ

ー
ト
 

 

プ
ロ

パ
ン

・
オ

ー
ト

ガ
ス

 

作
成

日
 

2
0
2
6
年

 
0
3
月

 
0
6
日

 

改
訂

日
 

 
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

整
理

番
号

：
 

 
a
u
t
o
2
0
2
6
0
6
0
4
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
．

化
学

品
及

び
会

社
情

報
 

化
学

品
の
名

称
 

：
プ

ロ
パ
ン

・
オ

ー
ト

ガ
ス
 

供
給

会
社
名
 

：
株

式
会
社

 コ
ー

ア
オ
ー

ト
ガ

ス
 

供
給

事
業
者

名
 

：
添

付
別
表

1
参

照
 

住
所
 

：
添

付
別
表

1
参

照
 

電
話

番
号
 

：
添

付
別
表

1
参

照
 

Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
 

：
添

付
別
表

1
参

照
 

推
奨

用
途
 

：
燃

料
 

使
用

上
の
制

限
 

：
適

用
法
令

及
び

こ
の

文
書

に
記

載
す

る
危

険
有

害
性

情
報

等
に

係
る

事
項

を
遵

守
す

る
こ

と
。

 

 

国
内

製
造
事

業
者

名
  

 
 ：

Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ

グ
ロ

ー
ブ

株
式

会
社

 九
州

支
店

 
住

所
 

：
福

岡
県
福

岡
市

博
多

区
上

川
端

町
1
3-1

5 
安

田
第

7
ビ
ル

6F 

電
話

番
号
 

：
09

2-2
83-

141
1 

Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
 

：
09

2-2
83-

141
5 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
．

危
険

有
害

性
の

要
約

 

Ｇ
Ｈ

Ｓ
分
類
 

【
物

理
化
学

的
危

険
性

】
 

可
燃

性
ガ
ス

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
：

区
分

1 

高
圧

ガ
ス
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
：

液
化

ガ
ス
 

【
健

康
有
害

性
】

 

特
定

標
的
臓

器
毒

性
（

単
回

ば
く

露
）
 
：

区
分

２
 

循
環

器
系
 

区
分

３
 
麻

酔
作

用
 

特
定

標
的
臓

器
毒

性
（

反
復

ば
く

露
）
 
：

区
分

２
 

中
枢

神
経

系
 

【
環

境
有
害

性
】

 
：

区
分

に
該

当
し

な
い
 

Ｇ
Ｈ

Ｓ
ラ
ベ

ル
要

素
 

絵
表

示
：
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

Ｓ
労

-
0
0
1
-
2
0
2
6
（
様

式
プ

ロ
パ

ン
・
オ

ー
ト

ガ
ス

）
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注
意
喚

起
語

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
：

危
険
 

危
険

有
害
性

情
報

 
 

 
 

 
 

 
 

 
：

極
め

て
可

燃
性

の
高

い
ガ

ス
 

高
圧

ガ
ス
：

熱
す

る
と

爆
発

の
お

そ
れ
 

循
環

器
系
の

障
害

の
お

そ
れ
 

眠
気

又
は
め

ま
い

の
お

そ
れ
 

長
期

に
わ
た

る
、

又
は

反
復

ば
く

露
に

よ
る

中
枢

神
経

系
の

障
害

の
お

そ
れ
 

注
意

書
き
 

安
全

対
策
 

 
 

 
 

 
：

熱
、

高
温

の
も

の
、

火
花

、
裸

火
及

び
他

の
着

火
源

か
ら

遠
ざ

け
る

こ
と

。
禁

煙
。

 

屋
外

ま
た
は

換
気

の
良

い
場

所
で

の
み

使
用

す
る

こ
と

。
 

ガ
ス

、
ス
プ

レ
ー

の
吸

入
を

避
け

る
こ

と
。
 

応
急

措
置
 

 
 

 
 

 
：

漏
え

い
（

洩
）

ガ
ス

火
災

の
場

合
：

漏
え

い
が

安
全

に
停

止
さ

れ
な

い
限

り
消

火
し

な
い
 

こ
と

。
安
全

に
対

処
で

き
る

な
ら

ば
漏

え
い

し
た

場
合

、
着

火
源

を
除

去
す

る
こ

と
。
 

吸
入

し
た

場
合
：

空
気

の
新
鮮
な

場
所

に
移
し
、

呼
吸

し
や
す
い

姿
勢

で
休
憩
さ

せ
る

こ

と
。

気
分
が

悪
い

時
は

、
医

師
の

診
察

／
手

当
を

受
け

る
こ

と
。

 

保
管

 
 
 

 
 

 
 

 
：
日
光

か
ら

遮
断

し
、
換

気
の
良

い
場

所
で

保
管

す
る

こ
と

。
容

器
を

密
閉

し
て

お
く

こ
と

。
 

部
外

者
が
立

ち
入

ら
な

い
場

所
に

保
管

す
る

こ
と

。
 

廃
棄

 
 
 

 
 

 
 

 
：

使
用

済
の

容
器

は
速

や
か

に
販

売
事

業
者

に
返

却
す

る
こ

と
。
 

国
／

地
域
情

報
 

 
 

 
 

：
高

圧
ガ

ス
保

安
法

第
２

条
に

規
定

す
る

高
圧

ガ
ス

で
あ

り
、

可
燃

性
ガ

ス
。
 

液
化

石
油

ガ
ス
の

保
安

の
確
保
及

び
取

引
の
適
正

化
に

関
す
る
法

律
第

２
条
に
規

定
す

る

液
化

石
油
ガ

ス
で

あ
り

、
可

燃
性

ガ
ス

。
 

労
働

安
全
衛

生
法

施
行

令
別

表
第

１
第

５
号

に
規

定
す

る
可

燃
性

ガ
ス

。
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
．

組
成

及
び

成
分

情
報

 

化
学

物
質
・

混
合

物
の

区
分
 

：
混

合
物
 

 
 

化
学

名
 

濃
度

又
は
濃

度
範

囲
 

（
重

量
％
）
 

官
報

公
示
 

整
理

番
号
 

Ｃ
Ａ

Ｓ
番
号
 

プ
ロ

パ
ン
 

9
0％

以
上

100％
未

満
 

(
2)-

3 
7
4-9

8-6 

ノ
ル

マ
ル
ブ

タ
ン

 

イ
ソ

ブ
タ
ン
 

0
％

以
上

1
0％

未
満
 

(
2)-

4 
1
06-

97-
8 

7
5-2

8-5 

エ
タ

ン
 

エ
チ

レ
ン
 

 
 3.

4％
未

満
（

注
）
 

(
2)-

2 

(
2)-

12 

7
4-8

4-0 

7
4-8

5-1 

プ
ロ

ピ
レ
ン
 

1
0％

未
満
（

注
）

 
(
2)-

13 
1
15-

07-
1 

メ
タ

ノ
ー
ル
 

0
.24

％
未
満
 

(
2)-

201 
6
7-5

6-1 

（
注

）
プ
ロ

パ
ン

濃
度

の
内

数
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オ
ー

ト
ガ
ス

に
お

け
る

季
別

性
状

 

 

【
夏

季
】
4
月
～

10
月
 

 
ブ

タ
ン

ガ
ス

90
％

 
 

プ
ロ
パ

ン
ガ
ス

10％
 

下
記
網

模
様

 
 

 
 
 

【
冬

季
】
11

月
～
3
月

 
 
ブ

タ
ン

ガ
ス

80
％

 
 

プ
ロ
パ

ン
ガ
ス

20％
 

下
記
網

模
様

 

 
 

 
 

 

■
オ

ー
ト
ガ

ス
タ

ン
ク

内
の

年
間

に
お

け
る

性
状

変
化

の
イ

メ
ー

ジ
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

4
月
 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

10
月
 

11
月
 

12
月
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 ４
．

応
急

措
置

 

吸
入

し
た
場

合
 

 
 

 
 

 
 

：
大

量
吸

入
の

場
合

は
、

酸
素

欠
乏

の
措

置
を

行
う

。
な

お
、

必
要

に
応

じ
て

医
師

の

手
当

て
を
受

け
る

。
 

皮
膚

に
付
着

し
た

場
合

 
 

 
 

：
凍

傷
の

手
当

て
を

行
う

。
 

眼
に

入
っ
た

場
合

 
 

 
 

 
 

：
清

浄
な

水
で

十
分

洗
浄

す
る

。
 

飲
み

込
ん
だ

場
合

 
 

 
 

 
 

：
吸

入
し

た
場

合
も

し
く

は
皮

膚
に

付
着

し
た

場
合

に
準

ず
る

。
 

急
性

症
状
及

び
遅

発
性

症
状

の
 

：
液

状
の

液
化

石
油

ガ
ス

が
皮

膚
に

付
着

し
た

場
合

は
凍

傷
と

な
る

。
 

最
も

重
要
な

徴
候

症
状

 
 

 
 

 
高

濃
度

の
液

化
石

油
ガ

ス
を

吸
入

す
る

と
、

一
呼

吸
で

意
識

を
失

う
。

こ
の

状
態

が

継
続

す
る
と

死
に

い
た

る
。
 

応
急

処
置
を

す
る

者
の

保
護

に
 

：
液

状
の

液
化

石
油

ガ
ス

が
漏

え
い

又
は

噴
出

し
て

い
る

場
所

で
は

、
液

化
石

油
ガ

ス

を
 

必
要

な
注
意

事
項

 
 

 
 

 
 

 
皮

膚
に

付
着

さ
せ

な
い

よ
う

、
保

護
具

を
着

用
す

る
。
 

液
化

石
油
ガ

ス
が

漏
え

い
又

は
噴

出
し

て
い

る
場

所
は
、
空

気
中

の
酸

素
濃

度
が

低

下
し

て
い
る

可
能

性
が

あ
る

の
で

換
気

を
行

う
。

 

漏
え

い
し
た

液
化

石
油

ガ
ス

濃
度

が
空

気
中

の
約

1.8
～
9
.5％

の
と

き
、
着
火

源
が

あ
る

と
爆
発

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

の
で

、
換

気
を

よ
く

す
る

。
屋

外
で

あ
れ

ば
噴

霧

ノ
ズ

ル
等
で

散
水

す
る

こ
と

に
よ

り
拡

散
さ

せ
爆

発
を

防
止

す
る

。
 

医
師

に
対
す

る
特

別
な

注
意

事
項

：
情

報
な

し
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
．

火
災

時
の

措
置

 

適
切

な
消
火

剤
 

：
小

火
災
の

場
合

、
二

酸
化

炭
素

、
Ａ

Ｂ
Ｃ

又
は

Ｂ
Ｃ

型
粉

末
消

火
剤

。
 

大
火

災
の
場

合
、

散
水

、
噴

霧
水

。
 

使
っ

て
は
な

ら
な

い
消

火
剤

 
 

：
棒

状
注

水
 

火
災

時
の
特

有
の

危
険

有
害

性
 

：
極

め
て

引
火

性
、

可
燃

性
の

高
い

ガ
ス
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容
易

に
発
火

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
 

加
熱

に
よ
り

容
器

が
爆

発
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

 

特
有

の
消
火

方
法

 
：

ガ
ス

の
供

給
を

断
つ

。
噴

霧
ノ

ズ
ル

等
で

散
水

す
る

な
ど

に
よ

り
周

辺
を

冷
却

し
延

焼
防

止
を
図

る
。

 

風
上

か
ら
水

を
噴

霧
し

て
容

器
を

冷
や

し
な

が
ら

周
囲

の
消

火
を

行
う

。
 

周
辺

火
災
の

場
合

は
、

容
器

を
安

全
な

場
所

に
移

動
す

る
。
 

漏
え

い
し
た

ガ
ス

は
、

水
噴

霧
等

に
よ

っ
て

拡
散

さ
せ

、
爆

発
を

防
止

す
る

。
 

ガ
ス

の
流
出

を
防

止
で

き
る

場
合

は
、

消
火

剤
に

て
消

火
す

る
。

 

ガ
ス

の
流
出

が
防

止
不

可
の

場
合

は
、

消
火

せ
ず

鎮
火

を
待

つ
。

 

関
係

者
以
外

は
安

全
な

場
所

に
避

難
さ

せ
る

。
 

消
火

活
動
を

行
う

者
の

特
別

な
 

：
消

火
作

業
の

際
は

空
気

呼
吸

器
及

び
防

護
服

を
使

用
す

る
。

 

保
護

具
及
び

予
防

措
置
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

６
．

漏
出

時
の

措
置

 

人
体

に
対
す

る
注

意
事

項
、
：
空

気
中

に
約

1.
8％

～
9
.5

％
の

濃
度

の
範

囲
内

で
着

火
源

が
あ

る
と

爆
発

す
る

の
で

、
安
 

保
護

具
及
び

緊
急

時
措

置
 

全
が

確
認
で

き
な

い
場

合
は

近
寄

ら
な

い
。
 

漏
え

い
し
た

液
体

が
気

化
す

る
と

体
積

は
約

250
倍

と
な

り
、

空
気

中
の

酸
素

濃
度

を
低

下
さ

せ
る
の

で
、

窒
息

の
危

険
を

防
止

す
る

た
め

に
換

気
を

よ
く

す
る

。
 

液
体

の
液

化
石
油

ガ
ス

が
直
接
身

体
に

触
れ
る
と

気
化

熱
に
よ
り

凍
傷

を
起
こ
す

。
必

要

に
応

じ
て
乾

い
た

革
手

袋
を

着
用

す
る

。
 

：
帯

電
防
止

服
・

靴
、

革
手

袋
を

着
用

す
る

。
必

要
に

応
じ

て
空

気
呼

吸
器

及
び

防
護

服
を

使
用

す
る
。
 

環
境

に
対
す

る
注

意
事

項
 

：
こ

の
物

質
に

関
す

る
確

定
さ

れ
た

環
境

影
響

情
報

は
な

い
。
 

封
じ

込
め
及

び
浄

化
の

方
法

：
危

険
で

な
け

れ
ば

漏
れ

を
止

め
る

。
 

及
び

機
材
 

可
能

な
ら

ば
、

漏
え

い
し

て
い

る
容

器
を

回
転

さ
せ

、
液

体
で

な
く

気
体

が
放

出
す

る
よ

う
に

す
る
。
 

蒸
発

を
抑
え

、
蒸

気
の

拡
散

を
防

ぐ
た

め
散

水
を

行
う

。
 

漏
出

物
を
取

扱
う

と
き

用
い

る
全

て
の

設
備

は
接

地
す

る
。
 

二
次

災
害
の

防
止

策
 

 
：

付
近

の
着
火

源
を

取
り

除
く

。
ガ

ス
供

給
を

断
つ

。
 

漏
え

い
個
所

の
漏

れ
を

止
め

る
。

 

液
化

石
油

ガ
ス
は

空
気

よ
り
比
重

が
重

く
滞
留
の

お
そ

れ
が
あ
る

の
で

、
換
気
・

拡
散

等

を
行

う
。
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

７
．

取
扱

い
及

び
保

管
上

の
注

意
 

取
扱

い
 

技
術

的
対
策
 

：
容

器
は
転

倒
、

転
落

等
を

防
止

す
る

措
置

を
講

じ
、

粗
暴

な
扱

い
を

し
な

い
。

 

特
別

な
使
用

方
法

の
場

合
を

除
き

、
容
器

か
ら
直

接
使

用
し

な
い

で
、
必

ず
圧
力

調
整

器
を
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使
用

す
る
。
 

石
け

ん
水
等

の
発

泡
液

に
よ

り
、
継

手
部

、
ホ
ー

ス
、
配

管
及
び

機
器

に
漏

れ
が

無
い

こ
と

を
確

認
し
て

使
用

す
る

。
 

局
所

排
気
・

全
体

換
気
 

：
不

完
全
燃

焼
を

防
止

す
る

た
め

に
、

十
分

な
給

排
気

を
実

施
す

る
こ

と
。
 

安
全

取
扱
注

意
事

項
 

：
液

化
石
油

ガ
ス

を
滞

留
の

恐
れ

が
あ

る
場

所
で

使
用

す
る

場
合

は
対

策
を

講
じ

る
こ

と
。
 

：
液

化
石

油
ガ
ス

は
空

気
又

は
酸

素
と

混
合

し
て

爆
発

性
混

合
ガ

ス
と

な
る

。
空

気
中

で
の

爆

発
範

囲
は

、
約

1
.8

％
～

9.5
％

と
爆

発
下

限
界

が
低

く
危

険
性

が
大

き
い

の
で

、
漏

え
い

に
は

十
分
注

意
す

る
。
 

引
火

性
の
強

い
ガ

ス
で

あ
る

の
で

、
付

近
で

の
火

気
の

使
用

は
厳

禁
。
 

脱
着

式
の
保

護
キ

ャ
ッ

プ
が

装
着

さ
れ

て
い

る
容

器
は

、
使
用
時

以
外

は
保

護
キ

ャ
ッ

プ
を

装
着

し
て
お

く
こ

と
。
 

ガ
ス

は
最
後

ま
で

使
用

せ
ず

残
圧

を
残

す
。
 

接
触

回
避
 

：
「

１
０

．
安
定

性
及

び
反

応
性

」
を

参
照

。
 

保
管
 

安
全

な
保
管

条
件

 
：

容
器

は
、

水
は

け
及

び
換

気
の

よ
い

乾
燥

し
た

場
所

に
置

く
。

 

容
器

は
直
接

日
光

を
受

け
な

い
よ

う
に

し
、

40℃
以

下
の
温

度
に

保
つ

。
 

部
外

者
が
立

ち
入

ら
な

い
場

所
に

保
管

す
る

こ
と

。
 

容
器

置
場

に
容
器

を
保

管
す

る
場

合
は

、
「

可
燃

性
ガ

ス
」

又
は

「
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
」

と
明

示
し

た
警

戒
標
を

掲
示

す
る

。
 

容
器

置
場

を
設
け

た
場

合
は

、
毒

性
ガ

ス
及

び
酸

素
の

充
て

ん
容

器
と

は
区

分
し

て
置

く
。
 

容
器

置
場
を

設
け

た
場

合
、

容
器

置
場

の
周
囲

2m
以

内
に
は

、
必

要
な

障
壁

を
設

け
た

場

合
等

を
除
き

、
火

気
又

は
引

火
性

も
し

く
は

発
火

性
の

物
を

置
い

て
は

な
ら

な
い

。
 

使
用

済
の
容

器
は

速
や

か
に

販
売

事
業

者
に

返
却

す
る

。
 

安
全

な
容
器

包
装

材
料
 
：

高
圧

ガ
ス

保
安

法
に

定
め

ら
れ

た
液

化
石

油
ガ

ス
容

器
と

す
る

。
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

８
．

ば
く

露
防

止
及

び
保

護
措

置
 

許
容

濃
度
 

日
本

産
業
衛

生
学

会
 

：
ノ

ル
マ
ル

ブ
タ

ン
  5

00p
pm(

注
１
) 

(
2024

年
版
) 

 
 

 
 
 

イ
ソ

ブ
タ

ン
  

 
 

50
0pp

m(
注
１

) 

メ
タ

ノ
ー
ル

 
 

 
200

ppm
(注

１
) 

(
注

１
)
１
日

の
ば

く
露

平
均

濃
度

が
こ

の
値

を
超

え
て

は
な

ら
な

い
。
 

設
備

対
策
 

：
屋

内
で
使

用
す

る
場

合
は

、
換

気
を

よ
く

す
る

。
 

液
化

石
油
ガ

ス
が

漏
え

い
し

、
滞

留
す

る
恐

れ
の

あ
る

場
所

に
は

、
空
気

中
の
ガ

ス
濃

度
が

約
0.

5％
（

爆
発

下
限

界
の
約

1/
4）

以
下
で

警
報

を
発

す
る

ガ
ス

漏
れ

警
報

器
を

設
置

す

る
。
 

保
護

具
 

呼
吸

用
保
護

具
 

：
必

要
に
応

じ
て

空
気

呼
吸

器
を

使
用

す
る

。
 

手
の

保
護
具
 

：
必

要
に
応

じ
て

乾
い

た
革

手
袋

を
着

用
す

る
。
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目
の

保
護
具
 

：
必

要
に
応

じ
て

保
護

眼
鏡

を
着

用
す

る
。
 

皮
膚
及
び
身
体
の
保
護
具
 
：

使
用

形
態

に
応

じ
た

作
業

服
、

ヘ
ル

メ
ッ

ト
を

着
用

す
る

。
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

９
．

物
理

的
及

び
化

学
的

性
質

 

物
理

状
態
 

：
ガ

ス
（
２

０
℃

、
１

気
圧

）。
た

だ
し
圧

力
容

器
内

で
は

液
体

。
 

色
 

 
：

無
色
 

臭
い
 

 
：

無
臭

で
あ

る
が

、
家

庭
業

務
用

及
び

一
部

工
業

用
に

つ
い

て
は

着
臭

し
て

い
る

。
 

融
点

・
凝
固

点
 

：
別

表
2
に

記
載

 

沸
点

又
は
初

留
点

 ：
別

表
2
に

記
載

 

及
び

沸
騰
範

囲
 

 

可
燃

性
  

：
可

燃
性
ガ

ス
 

爆
発

下
限
界

及
び

 ：
別

表
2
に

記
載

 

爆
発

上
限
界
 

引
火

点
  

：
別

表
2
に

記
載

 

自
然

発
火
点
 

：
別

表
2
に

記
載

 

分
解

温
度
 

：
デ

ー
タ
な

し
 

ｐ
Ｈ
 

：
該

当
し
な

い
 

動
粘

性
率
 

：
該

当
し
な

い
 

蒸
気

圧
  

：
別

表
2
に

記
載

 

密
度
 

 
：

別
表

2
に

記
載

 

相
対

ガ
ス
密

度
 

：
別

表
2
に

記
載

 

粒
子

特
性
 

：
該

当
し
な

い
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
０

．
安

定
性

及
び

反
応

性
 

反
応

性
 

 
：

通
常

状
態

で
は

安
定

。
 

化
学

的
安
定

性
 
 

：
通

常
状
態

で
は

安
定

。
 

危
険

有
害
反

応
可

能
性
 

：
酸

化
性
物

質
と

激
し

く
反

応
す

る
。

プ
ロ

パ
ン

は
二

酸
化

塩
素

と
は

激
し

く
反

応
し

、
 

爆
発

す
る
。
ブ
タ

ン
は

ニ
ッ

ケ
ル

カ
ル

ボ
ニ

ル
と

酸
素

と
の

混
合

ガ
ス

と
激

し
く

反
応

し
、
 

爆
発

す
る
。
 

避
け

る
べ
き

条
件

 
：

着
火

源
と

な
り

う
る

全
て

の
も

の
を

避
け

る
(
火

花
、

火
炎
)。

容
器

を
高

温
に

し
な

い
。
 

避
け

る
べ
き

材
料

 
：
ア

ル
コ

ー
ル
及

び
エ

ー
テ

ル
に

溶
解

し
、
石
油

類
や

動
植

物
油

、
天
然

ゴ
ム
を

よ
く

溶
解

す
 

る
。
 

混
触

危
険
物

質
 
 

：
強

酸
化
剤
 

危
険

有
害
な

分
解

生
成

物
 

：
燃

焼
す
る

と
き

十
分

な
空

気
が

供
給

さ
れ

な
い

と
不

完
全

燃
焼

し
、

有
毒

な
一

酸
化

炭
素
 

が
発

生
す
る

。
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
１

．
有

害
性

情
報
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急
性

毒
性

（
経

口
）

 
 

 
 

 
 

 
 

:
 

 
メ

タ
ノ

ー
ル

が
区

分
４

、
そ

の
他

の
成

分
が

「
分

類
対

象
外

」
、
「

区
分

に
該

当
し

な
い
」

等
な

の
で
、
「

区
分

に
該

当
し

な
い

」
と

し
た

。
 

急
性

毒
性
（

吸
入

：
気

体
）
 

：
  

す
べ

て
の

成
分

が
「

区
分

に
該

当
し

な
い

」
も

し
く

は
「

分
類

で
き

な
い

」

の
で

、「
区

分
に

該
当

し
な

い
」

と
し

た
。
 

皮
膚

腐
食
性

/刺
激

性
 

：
 

す
べ

て
の

成
分

が
「

区
分

に
該

当
し

な
い

」
も

し
く

は
「

分
類

で
き

な
い

」

の
で

、「
区

分
に

該
当

し
な

い
」

と
し

た
。
 

眼
に

対
す
る

重
篤

な
損

傷
性

/眼
刺

激
性
 ：

 
プ

ロ
パ

ン
が

「
情

報
な

し
」、

イ
ソ

ブ
タ

ン
が

「
区

分
に

該
当

し
な

い
」
、

メ

タ
ノ

ー
ル

が
「

区
分

２
」

に
該

当
し

、
そ

の
他

成
分

は
「

分
類

で
き

な
い

」

の
で

、「
分

類
で

き
な

い
」

と
し

た
。
 

呼
吸

器
感
作

性
又

は
皮

膚
感

作
性

 
：

 
す

べ
て

の
成

分
が

「
分

類
で

き
な

い
」

の
で

、「
分

類
で

き
な

い
」

と
し

た
。 

生
殖

細
胞
変

異
原

性
 

：
 

す
べ

て
の

成
分

が
「

分
類

で
き

な
い

」
の

で
、「

分
類

で
き

な
い

」
と

し
た

。 

発
が

ん
性
 

：
 

す
べ

て
の

成
分

が
「

分
類

で
き

な
い

」
の

で
、「

分
類

で
き

な
い

」
と

し
た

。 

生
殖

毒
性
 

：
 

メ
タ

ノ
ー
ル

が
「

区
分

１
Ｂ
」
、
そ

の
他

の
成

分
が
「

分
類

で
き
な

い
」
の

で
、

「
分

類
で
き

な
い

」
と

し
た

。
 

特
定

標
的

臓
器

毒
性

（
単

回
ば

く
露

）
 

：
 
イ

ソ
ブ

タ
ン

が
「

区
分

１
（

循
環

器
系

）
」

に
該

当
し

、
全

成
分

の
濃

度
を

計

算
す

る
と
「

区
分

２
」

と
な

る
。

 

メ
タ

ノ
ー
ル

が
「

区
分

１
（

中
枢

神
経

系
、
視
覚

器
、
全
身

毒
性

）
」
に

該
当

す
る

が
、
全

成
分

の
濃

度
を

計
算

す
る

と
「

区
分

に
該

当
し

な
い

」
と
な

る
。
 

す
べ

て
の
成

分
（

プ
ロ

パ
ン

、
ノ

ル
マ

ル
ブ

タ
ン

、
イ

ソ
ブ
タ
ン

、
エ

タ
ン
、

エ
チ

レ
ン
、
プ
ロ

ピ
レ

ン
、
メ
タ

ノ
ー

ル
）
が
「

区
分

３
（
麻
酔

作
用
）
」
に

該
当

。
 

【
根

拠
デ
ー

タ
】

 

職
場

の
あ
ん

ぜ
ん

サ
イ

ト
 
モ
デ

ル
S
DS(

JIS
 Z
725

3:2
019

準
拠

)2-
メ

チ
ル

プ
ロ

パ
ン
（

イ
ソ

ブ
タ

ン
）

よ
り

抜
粋
 

(
1)

ブ
タ

ン
ガ
ス
（

量
不

明
）
を

吸
入

し
死

亡
し

た
4
人
の

う
ち

3
人

で
、
n-

ブ
タ

ン
、
イ

ソ
ブ

タ
ン
（

本
物
質

）、
又
は

n-ブ
タ

ン
、
本

物
質

、
お
よ

び
プ

ロ
パ

ン
の
混

合
物

が
血

液
、
脳
、
お

よ
び

肺
か
ら

検
出

さ
れ

、
炭

化
水

素
合

計

の
濃

度
は
全

例
と

も
脳

で
最

大
値

で
あ

っ
た

。
著

者
ら

は
他
の

n
-ブ

タ
ン
中

毒
1
例

も
あ
わ

せ
て

、
5
例
の

死
因

は
心

臓
リ

ズ
ム

の
障

害
の

疑
い

が
あ

る

と
報

告
し
た

（
D
FGO

T v
ol.

 20
（
2
003

））
。
 

(
2)16

歳
の
少
年

が
ブ

タ
ン

ガ
ス

吸
入

後
に

心
不

全
を

起
こ

し
た

。
心

電
図
上

で
異

常
が

み
ら

れ
た

が
、

心
不

全
誘

発
の

機
序

は
不

明
で

あ
っ

た
。

著
者

ら

は
中

枢
抑

制
に

加
え

て
、

酸
素

欠
乏

、
心

停
止

の
原

因
を

引
き

起
き

す
心

室

粗
動

、
あ

る
い

は
ブ

タ
ン

に
よ

る
直

接
的

な
心

停
止

誘
導

が
関

係
し

て
い

る

と
報

告
し
た

（
D
FGO

T v
ol.

 20
（
2
003

））
。
 

(
3)

2
歳

の
女
児

が
本

物
質

と
ブ

タ
ン

、
プ

ロ
パ

ン
を

含
む

消
臭

剤
を

ば
く

露

後
に

心
室
性

頻
脈

、
強
直

性
の
発

作
、
低

カ
リ
ウ

ム
血

漿
を

生
じ

た
。
頻

脈
は

消
臭

剤
ば

く
露

と
内

因
性

エ
ピ

ネ
フ

リ
ン

が
原

因
と

考
え

ら
れ

て
い

る
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（
Pa

tty
（
6
th,

 20
12）

）。
 

(
4)

イ
ヌ
（
無

麻
酔

）
に
本

物
質

5
0, 000

 p
pm（

4
時
間

換
算
値
：
7,9

06 ppm
）

で
6
分

間
吸
入

ば
く

露
後

、
心

臓
感

作
に

よ
る

エ
ピ

ネ
フ

リ
ン

誘
発

性
の

不

整
脈

を
生

じ
た

。
こ

の
他

、
エ

ピ
ネ

フ
リ

ン
で

前
処

置
し

た
マ

ウ
ス

や
イ

ヌ

を
用

い
た

麻
酔

下
で

の
実

験
で

、
本

物
質

の
短

時
間

吸
入

に
よ

る
心

臓
感

作

性
応

答
が
み

ら
れ

た
と

の
幾

つ
か

の
報

告
が

あ
る
（

DFG
OT vol.

 20（
2
003

））。
 

(
5)

本
物

質
吸
入

ば
く

露
に

よ
る

ラ
ッ

ト
の

中
枢

抑
制
の

EC50
は

200
,00

0 

p
pm

、
同

イ
ヌ

の
麻

酔
作

用
の

E
C5

0
は

45
0,0

00 
p
pm

と
の

報
告

が
あ

る

（
AC

GIH
（
7
th,

 20
17）

、
D
FGO

T v
ol.

 20
（
2
003

））
。
 

(
6)n

-
ブ

タ
ン

と
本

物
質

の
オ

リ
ー

ブ
油

中
の

溶
解

度
お

よ
び

空
気

と
オ

リ
ー

ブ
油

と
の

間
で

の
分

配
係

数
を

ベ
ー

ス
に

す
る

と
、

ヒ
ト

の
麻

酔
作

用

発
現

濃
度
は

n-
ブ

タ
ン

で
17,

000
 
pp

m、
本

物
質
で

24,0
00 

ppm
と
推

定

さ
れ

る
（
DF

GOT
 vo

l. 
20

（
20

03）
）。

 

特
定

標
的
臓

器
毒

性
（

反
復

ば
く

露
）
 
：
 

ノ
ル

マ
ル
ブ

タ
ン

が
「
区
分

１
（

中
枢
神
経

系
）」

、
メ
タ
ノ

ー
ル

が
「
区
分

１

（
中

枢
神
経

系
、
視

覚
器
）
」
に

該
当

す
る

が
、
全

成
分
の

濃
度

を
計

算
す

る

と
「

区
分
２

（
中

枢
神

経
系

）」
と

な
る
。
 

【
根

拠
デ
ー

タ
】

 

職
場

の
あ
ん

ぜ
ん

サ
イ

ト
 
モ
デ

ル
S
DS(

JIS
 Z
725

3:2
019

準
拠

)n-
ブ

タ
ン

よ
り

抜
粋
 

(
1) 

ラ
イ
タ

ー
用

交
換

缶
の

ブ
タ

ン
ガ

ス
を

4
週

間
乱

用
し
た

15
歳
の

少
女

で
重

篤
な
脳

の
障

害
が

生
じ

、
入

院
加

療
後

に
神

経
性

合
併

症
を

発
症

し
た

。

M
RI

検
査

の
結

果
、

灰
白

質
の

崩
壊

や
脳

の
萎

縮
等

が
み

ら
れ

た
 
(P

ATT
Y 

(
6th

, 2
012

))。
 

(
2) 

ブ
タ

ン
ガ

ス
を

乱
用

し
た

青
年

男
女

で
幻

覚
、

幻
聴

等
の

神
経

症
状

が

発
症

し
た
と

の
複

数
の

報
告

が
あ

る
 (P

ATT
Y (

6th
, 2

012
))。

 

(
3) 

ブ
タ
ン

ガ
ス

を
繰

り
返

し
吸

入
し
た

12
人

の
ほ

と
ん

ど
で

、
多

幸
感

及

び
幻

覚
が
み

ら
れ

た
 (D

FGO
T v

ol.
20 

(20
03)

)。
 

誤
え

ん
有
害

性
 

：
 

吸
引

呼
吸

器
有

害
性

は
液

体
又

は
固

体
の

誤
え

ん
に

よ
る

有
害

性
を

規
定

し

た
も

の
で
あ

り
、

液
化

石
油

ガ
ス

は
対

象
外

と
な

る
。
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
２

．
環

境
影

響
情

報
 

水
生

環
境
急

性
有

害
性

 
 
：
エ

チ
レ

ン
が
「
区

分
３
」
に
該
当

す
る

が
、
全
成

分
の

濃
度

を
計

算
す

る
と
「
区

分
に

該
当

し
な

い
」
と

な
る

。
 

水
生

環
境
慢

性
有

害
性

 
 
：
エ

チ
レ

ン
が
「
区

分
３
」
に
該
当

す
る

が
、
全
成

分
の

濃
度

を
計

算
す

る
と
「
区

分
に

該
当

し
な

い
」
と

な
る

。
 

オ
ゾ

ン
層
へ

の
有

害
性

 
 
：
モ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

議
定

書
の

附
属

書
Ａ

か
ら

Ｅ
に

記
載

さ
れ

た
規

制
物

質
を

含
ん

で
い

な
い

た
め

「
対
象

外
」

と
し

た
。
 

生
態

毒
性
 

 
：

情
報
な

し
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残
留

性
・
分

解
性

 
：

情
報

な
し
 

生
態

蓄
積
性
 

：
情

報
な
し
 

土
壌

中
の
移

動
性

 
：

情
報

な
し
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
３

．
廃

棄
上

の
注

意
 

化
学

品
、
汚

染
容

器
及

び
 

：
ガ

ス
が
容

器
内

に
残

っ
た

状
態

の
ま

ま
容

器
を

容
器

の
所

有
者

に
返

却
す

る
。

 

包
装

の
安
全

で
、

か
つ

環
境
 
 

自
社

所
有

容
器

の
場

合
は

、
都

道
府

県
知

事
の

許
可

を
受

け
た

専
門

の
廃

棄
物

処
理

業
者

に
 

上
望

ま
し
い

廃
棄

、
又

は
 

 
処

理
を
委

託
す

る
。
 

リ
サ

イ
ク
ル

に
関

す
る

情
報
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 １
４

．
輸

送
上

の
注

意
 

国
連

番
号
 

：
UN

107
5 

品
名

（
国
連

輸
送

名
）
 

：
PE

TRO
LEU

M G
ASE

S, 
LIQ

UEF
IED 

国
連

分
類
  

：
2.

1 

容
器

等
級
 

 
 

 
 
 
 

：
非

該
当
 

海
洋

汚
染
物

質
 

 
  

 
：
非

該
当
 

 
 

海
上
規

制
情

報
 

：
Ｉ

Ｍ
Ｏ
（

Int
ern

ati
ona

l 
M
ari

tim
e 

Orga
niz

ati
on

：
国

際
海

事
機

関
）

の
規

定
に

従

う
。
 

航
空

規
制
情

報
 
   

   
  ：

Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｏ
（
I
nt

ern
ati

ona
l C

ivi
l A

via
tio

n O
rga

niz
ati

on：
国

際
民
間

航
空

機
関

）
 

/
Ｉ

Ａ
Ｔ

Ａ
（
In

ter
nat

ion
al 

A
ir 

Tra
nspo

rt 
A
sso

cia
ti

on
：
国

際
航
空

運
送

協
会

）

の
規

定
に
従

う
。

 

輸
送

又
は
輸

送
手

段
に

 
 

 
：

容
器

は
固

縛
し

、
温

度
が

40
℃

以
上

に
な
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。
 

関
す

る
特
別

の
安

全
対

策
 

 
 

 

及
び

条
件
 

車
両

に
積
載

し
て

輸
送

す
る

際
は

、
車

両
の

見
や

す
い

と
こ

ろ
に

｢
高
圧

ガ
ス
｣の

警
戒

標
を

表
示

し
、
消

火
器

、
防
災

工
具
、
緊

急
時

の
連
絡

先
や

対
応

方
法

等
に

つ
い

て
記

載
し

た
イ

エ
ロ

ー
カ
ー

ド
を

携
帯

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
た

だ
し
、
容
器

の
内

容
積
が

25L
以
下

で

あ
る

充
填
容

器
等

の
み

を
積

載
し

た
車

両
で

あ
っ

て
、
当
該

積
載

容
器

の
内

容
積

の
合

計
が

5
0L

以
下

で
あ
る

場
合

を
除

く
。

 

国
内

規
則
が

あ
る

場
合

の
 

規
制

情
報
 

陸
上

規
制
情

報
 

：
高

圧
ガ
ス

保
安

法
の

規
定

に
従

う
。
 

海
上

規
制
情

報
 

：
船

舶
安
全

法
の

規
定

に
従

う
。

 

航
空

規
制
情

報
 

：
航

空
法
の

規
定

に
従

う
。
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
５

．
適

用
法

令
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法
 

律
 

該
 

当
 
事

 
項

 

化
学

物
質
排

出
把

握
管

理
促

進
法

(
PRTR

法
) 

非
該

当
 

労
働

安
全
衛

生
法

 

名
称

等
を
表

示
す

べ
き

危
険

物
及

び
有

害
物

（
法

第
５

７
条

）
 

名
称

等
を
通

知
す

べ
き

危
険

物
及

び
有

害
物

（
法

第
５

７
条

の
２

）
 

危
険

性
又
は

有
害

性
等

を
調

査
す

べ
き

物
（

法
第

５
７

条
の

３
）

 

危
険

物
・
可

燃
性

の
ガ

ス
（

施
行

令
別

表
第

１
第

５
号

）
 

毒
物

及
び
劇

物
取

締
法
 

非
該

当
 

高
圧

ガ
ス
保

安
法

 

高
圧

ガ
ス
（

法
第

２
条

第
三

号
）

 

可
燃

性
ガ
ス

（
一

般
高

圧
ガ

ス
保

安
規

則
 

第
２

条
第

一
号

）
 

容
器

置
場
並

び
に

充
て

ん
容

器
等

 

（
液

化
石
油

ガ
ス

保
安

規
則

 
第

６
条

第
２

項
第

七
号

）
 

移
動

に
係
る

保
安

上
の

措
置

及
び

技
術

上
の

基
準

 

（
液

化
石
油

ガ
ス

保
安

規
則

 
第

４
７

条
、

第
４

８
条

、
第

４
９

条
）
 

液
化

石
油
ガ

ス
の

保
安

の
確

保
及

び
取

引
の

適
正
化

に
関

す
る

法
律
 

液
化

石
油
ガ

ス
（

法
第

２
条

）
 

船
舶

安
全
法
 

高
圧

ガ
ス
 

（
危

険
物
船

舶
運

送
及

び
貯

蔵
規

則
第

２
条

、
第

３
条

危
険

物
告

示
別

表
第

１
）

 

航
空

法
 

高
圧

ガ
ス
 

（
航

空
法
施

行
規

則
第

１
９

４
条

危
険

物
告

示
別

表
第

１
）
 

港
則

法
 

高
圧

ガ
ス
 

（
港

則
法
施

行
規

則
第

１
２

条
）

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
６

．
そ

の
他

の
情

報
 

参
考

文
献
 

１
．
 
Ｇ

Ｈ
Ｓ

対
応

に
よ

る
混

合
物
（
化

学
物

質
）
の
Ｍ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
作

成
手

法
の

研
修

テ
キ

ス
ト
（

改
訂
版

）
，
中
央

労
働

災
害

防
止

協
会
 

２
．
 
中

央
労

働
災

害
防

止
協

会
・

安
全

衛
生

情
報

セ
ン

タ
ー

，
 

htt
p:/

/ww
w.j

ais
h.g

r.j
p/ 

３
．
 
Ｇ

Ｈ
Ｓ

分
類

マ
ニ

ュ
ア

ル
「

H18
.2.

10
版

」，
Ｇ

Ｈ
Ｓ

関
係

省
庁

連
絡

会
議

編
 

４
．
 
国

際
化

学
物

質
安

全
性

カ
ー

ド
（

Ｉ
Ｃ

Ｓ
Ｃ

）
日

本
語

版
，

国
立

医
薬

品
食

品
衛

生
研

究
所

(NI
HS) 

５
．
 
職

場
の

あ
ん

ぜ
ん

サ
イ

ト
，

厚
生

労
働

省
，

htt
p:/

/an
zen

inf
o.m

hlw
.go

.jp
/in

dex
.ht

ml 

６
．
 
化

学
品

の
分

類
お

よ
び

表
示

に
関

す
る

世
界

調
和

シ
ス

テ
ム

（
Ｇ

Ｈ
Ｓ

）
改

訂
７

版
（
2
017

年
）
，
 

国
際

連
合
（

経
済

産
業

省
訳

）
 

７
．
 
J
IS Z 7

253
：
2
019

「
Ｇ
Ｈ

Ｓ
に

基
づ

く
化

学
品

の
危

険
有

害
性

情
報

の
伝

達
方

法
－

ラ
ベ

ル
，

作
業

場
内

の
表

示

及
び

安
全
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（

Ｓ
Ｄ

Ｓ
）」

，
日

本
規

格
協

会
 

８
．
 
J
IS 

Z 7
252

：
2
019

「
Ｇ
Ｈ

Ｓ
に

基
づ

く
化

学
物

質
等

の
分

類
方

法
」，

日
本
規

格
協

会
 

９
．
 
Ｇ

Ｈ
Ｓ

対
応

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

 
ラ

ベ
ル

お
よ

び
表

示
・

安
全

デ
ー

タ
シ

ー
ト

作
成

指
針
,
 (
一
社

)
日
本

化
学
工

業
協
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会
, 

2023
年
９

月
 

1
0．

 
N
ITE

統
合

版
GHS

分
類
結

果
一

覧
 

 
 

 
h
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/ww

w.c
hem

-in
fo.

nit
e.g

o.j
p/c
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/gh

s/g
hs_

nit
e_a

ll_
fy.

htm
l 

 
 

 
政
府

に
よ

る
G
HS

分
類
結

果
の

最
新

版
を

確
認

で
き

る
。
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（
別

表
1
）
 

 

株
式

会
社
コ

ー
ア

オ
ー

ト
ガ

ス
 

会
社

所
在

地
一

覧
表
 

名
称

 
所

在
地

 
電

話
/
F
A
X
 

鹿
児

島
ス
タ

ン
ド

 
鹿

児
島

市
宇
宿

2-1
-13 

電
話

0
9
9
-
2
5
7
-
8
8
4
1 

F
A
X
 
0
9
9
-
2
5
2
-
7
0
7
3
 

川
内

ス
タ
ン

ド
 

薩
摩

川
内
市

大
小

路
町

34
47 

電
話

0
9
9
6
-
2
2
-
6
1
1
1 

F
A
X
 

0
9
9
6
-
2
0
-
5
3
2
4 

串
木

野
ス
タ

ン
ド

 
い

ち
き

串
木

野
市

日
出
町

1184
2 

電
話

0
9
9
6
-
3
2
-
3
2
4
4 

F
A
X
 

0
9
9
6
-
3
2
-
6
2
8
3 

国
分

ス
タ
ン

ド
 

霧
島

市
国
分

下
井

236
3-4 

電
話

 
0
9
9
5
-
4
5
-
8
2
1
1 

F
A
X
 

0
9
9
5
-
4
6
-
4
3
6
1 
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（別表 2）物理的及び化学的性質 

化学名 プロパン 
ノルマル 
ブタン 

イソブタン エタン エチレン プロピレン メタノール 

融点・凝固点 
－189.7℃ 
（融点） 

－138℃ －160℃ 
－183℃ 
（融点） 

－169.2℃ －185℃ -97.8℃ 

沸点、初留点 
及び沸騰範囲 

－42℃ 
（沸点） 

－0.5℃ －12℃ 
－89℃ 

（沸点） 
－104℃ －48℃ 65℃ 

引火点 －104℃ 
－60℃ 

（密閉式） 
－82.99℃ －130℃ ― －108℃ 12℃ 

燃焼範囲 
（爆発範囲） 

下限 2.1vol% 
上限 9.5vol% 

下限 1.8vol% 
上限 8.4vol% 

下限 1.8vol% 
上限 8.4vol% 

下限 3.0vol% 
上限 12.5vol% 

下限 2.7vol% 
上限 36.0vol% 

下限 2.4vol% 
上限 10.3vol% 

下限 6.0vol% 
上限 36.5vol% 

蒸気圧 
840kPa 
（20℃） 

213.7kPa 
（21.1℃） 

304kPa 
（20℃） 

3850kPa 
（20℃） 

8100kPa 
（15℃） 

1158kPa 
（25℃） 

95.2mmHg 
(20℃) 

ガス比重 
（空気＝１） 

1.6 2.1 2.01 1.05 0.98 1.49 1.11 

液比重 
（密度） 

0.5853 
(-45℃/4℃） 

0.5788 
（20℃/4℃） 

0.6 
0.572 

(-108.4℃/4℃) 
― 

0.5139 
（20℃/4℃） 

0.7915 
(20℃/4℃ 

溶解度 
62.4mg/L 

（25℃、水） 
61mg/L 

（20℃、水） 
48.9mg/L 
（水） 

47mg/L 
（20℃、水） 

131mg/L 
（25℃、水） 

200mg/L 
（25℃、水） 

1.00×106mg/L 
（水） 

n-オクタノール 
/水分配係数 

log Pow=2.35 
log Pow=2.89 
（測定値） 

log Kow=2.8 
log Pow=1.81 
（測定値） 

log Kow=1.13 
（測定値） 

log Pow=1.77 
logPow= 

-0.82～-0.66 

自然発火温度 450℃ 287℃ 460℃ 472℃ 490℃ 455℃ 464℃ 

その他のデータ 
（分子量） 

44.1 
（ICSC） 

58.1 
（ICSC） 

58.12 
30.1 

（ICSC） 
28.054 42.08 32.04 

ＣＡＳ番号 74-98-6 106-97-8 75-28-5 74-84-0 74-85-1 115-07-1 67-56-1 

（参考）CAS 番号には、液化石油ガス：68476-85-7 の分類もある。 

（出典：職場のあんぜんサイト、国際化学物質安全カード(ICSC) 


